
1     MaxGauge活用TIPs 

本TIPｓは、以下の場面で活用します。 

 

 運用担当から昨日のアプリケーション応答遅延の調査依頼がきた 

 

 夜間バッチ処理に普段より時間がかかった 

 

活用TIPｓ：突然の性能低下現象（過去）の調査 



2     MaxGauge活用TIPs 

活用TIPｓ：突然の性能低下現象（過去）の調査（１/６） 

Performance Analyzerから、分析対象の「インスタンス名」と「日付」を選択し、「開く」ボタンを 

クリックし、一日全体の傾向を確認します。発生時間帯が特定されている場合は、その周辺の
稼働状況を確認します。 

１ 
２ 

３ 

この時間帯は高
負荷で性能低下
した可能性が考

えられる 



3     MaxGauge活用TIPs 

「総合待機」→「待機指標」タブを選択し、待機時間の多い時間帯を探します。 

特に待機時間が多い時間帯を「Shift ＋ ドラッグ」で選択します。 

「表示画面のオプション」で「指標リスト」を選択し「OK」をクリックします。 

活用TIPｓ：突然の性能低下現象（過去）の調査（２/６） 

２ 

１ 

３ 

４ 

５ 



4     MaxGauge活用TIPs 

上位待機指標の待機時間と、全体に対する比率を確認します。 

活用TIPｓ：突然の性能低下現象（過去）の調査（３/６） 



5     MaxGauge活用TIPs 

「SQLリスト」を選択し、「検索」で一覧表示後に「Elapsed(SUM)」順にソートし、長いSQLを確認しま
す。 

 

活用TIPｓ：突然の性能低下現象（過去）の調査（４/６） 

３ 

１ 

２ 



6     MaxGauge活用TIPs 

「性能トレンド」→「総合待機」→「待機指標」タブを選択します。 

グラフが上昇している箇所の上でダブルクリックします。 

この例では21:48:00時点で作業中のセッション詳細を確認します。 

活用TIPｓ：突然の性能低下現象（過去）の調査（５/６） 

２ 

１ 

４ 

ここでダブルク
リックします。 

３ 



7     MaxGauge活用TIPs 

「Elapsed Time」順にソートし、上位の各セッションの「Event」、「SQL Text」を確認します。 

また、DB全体の稼働状況を把握するため、前後時間帯のセッション情報の確認を繰り返します。 

活用TIPｓ：突然の性能低下現象（過去）の調査（６/６） 

１ 

２ 

２ 

秒単位で指定します 秒単位で前後します 

分単位
で前後
します 



8     MaxGauge活用TIPs 

MaxGauge TIPsはこちら 
http://www.ex-em.co.jp/exem_labo/exemlabo_maxgauge_tips_index.html 

 

＜お問い合わせ＞ 

日本エクセム株式会社 

TEL : 03-4530-9598 

e-mail : service@ex-em.co.jp 

今回のTIPからは、以下の事を確認しました。 

 DB全体の負荷状況 

 DB全体の待機状況 

 待機詳細 

 長時間実行されたSQL 

 セッション詳細 

 

 

活用TIPｓ：突然の性能低下現象（過去）の調査 
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